
 

 

 

 

令和５年度青森市ごみ問題対策市民会議を開催しました 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

       

  

 

  

青森市ごみ問題対策市民会議 

事務局 青森市環境部 

清掃管理課内 

017-718-1179 第 
せいそう  会報 

― 分ければ資源、混ぜればごみ ― 
号 92

5 

令和 5 年 
発
行 

 ７月3 日 

 

  去る５月 17日、県民福祉プラザで令和5年度総会を開催し、その中でごみ収集場所の維持管理や 

清掃奉仕等において模範となる町(内)会、個人、団体への表彰を行いました。表彰者は次の方々です。 

 

資源の有効利用と自然環境保護のため、再生紙を利用しています。 

回
覧 

コスモス、奥野第一、露草、妙見第一、左堰、 

油川舘町、岡町、西千刈、西金沢、志田、小館、 

シャーメゾン鳴滝、北赤坂、緑・青葉、吉内、 

上川原町 

 収集場所優良町会等表彰 16 町（内）会 

稲元町会環境衛生部、石江江渡中町会、 

あかしや町会 、筒井町会女性部会、夏井田婦人部 

 団体表彰 5団体 

   （以上、敬称略） 

【奨励賞】 筒井南小学校ＰＴＡ、浅虫町会、

あいの交流資源会、幸畑第四町会 

【活動賞】 大野小学校ＰＴＡ、 

女鹿沢小学校ＰＴＡ、 

特定非営利活動法人 恵の里、 

浜田ニュータウン町会 

【新人賞】 桂木町会 

 有価資源物回収団体表彰 9団体 

 

 個人表彰 40 名 

八木 隆 (八重田) 

越田 充 (南造道) 

山本 初枝(桐ノ沢) 

松﨑 節子(佃本町第一) 

千葉 憲夫(松森団地) 

菅原 朋子(佃第三) 

鈴木 邦之(小柳第三団地) 

横山 さつ子(月見野) 

三上 誠二(市営住宅戸山団地) 

小倉 英世(小柳) 

木下 昭 (篠田) 

高橋 栄 (西篠田) 

林 五十三(浪館第二) 

 
工藤 忠直(新奥野第二) 

坂本 堅一(すみれ) 

新山 昇 (幸畑) 

藤林 穂 (大野前田) 

清藤 勝雄(妙見第二) 

坪田 幸四郎(桜川団地) 

柿崎 修一郎(油川舘町) 

稲葉 俊広(飛鳥) 

竹内 勝栄(飛鳥) 

長沢 周清(北後潟) 

藤田 恭子(安方) 

寺田 優 (西奥野) 

一戸 育子(栄町) 

鎌田 ヤエ子(本郷) 

高原 英夫(東千刈) 

平澤 久子(西千刈) 

佐々木 光雄(稲元第三) 

小倉 孝子(三和) 

津川 光義(旗の台) 

田村 トモ子 (平和台) 

杉田 定夫(新城青葉台) 

福士 明雄(岡部) 

佐藤 真也子(石神) 

木立 徳 (高田) 

浦田 文史朗(幸畑団地西) 

中村 秀昭(幸畑阿部野) 

目時 京子(浜田) 
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青森市の可燃ごみ排出量（青森地区＋浪岡地区） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収集場所と回収容器の適切な管理をお願いします

 

  

可燃ごみの量が減少傾向にあるね。 
今後もみんなで協力して、分別と食品ロスの削減で 
ごみ減量化を目指そう！ 

青森市の令和 4年度の可燃ごみの排出量は、令和 3年度と比較して 1,320 トン減りました。 

また、令和 3 年度の１人１日当たりのごみ排出量は１,023 グラムとなり、全国や青森県の平均値と比べ

ると、多い状況は依然変わっていません。 

  また、令和 3年度のリサイクル率についても、１４.4％となり、全国の平均値を下回っています。 

■1人 1日当たりのごみ排出量（R3年度） 

 全 国  890  グラム 

 青森県 1002  グラム（45位/47 都道府県） 

 青森市 1023 グラム（26位/県内 40 市町村） 

 ※１位 八王子市 748 グラム 

青森市の目標値（R5 年度） 

976 グラム 

 
目標値まで 

47 グラム 

■リサイクル率（R3年度） 

 全 国 19.9 ％ 

 青森県 14.2 ％（41位/47 都道府県） 

 青森市 14.4 ％（21位/県内 40市町村） 

 ※１位 千葉市 33.3 ％ 

青森市の目標値（R5 年度） 

19.6％ 

 目標値まで 

5.2％ 

ごみ収集場所や、収集場所で使用しているカゴやネットなどの資源物回収容器は、各町会様の適切な 

管理によって使用されています。いつもご協力ありがとうございます。 

分別されていないごみが出されたり、強風の際に収集場所の扉を閉めないことで、ごみが溜まってしまっ

たり、強風の際に資源物回収容器が飛ばされてしまう可能性があります。 

今後とも、収集場所と資源物回収容器の適切な管理にご協力よろしくお願いいたします。 

 

84,756

84,145

82,825

86,863

86,063

85,263

令和２年度 令和３年度 令和４年度

前年比 

△611 トン 

（0.01％） 

前年比 

△１，３２０トン 

（0.02％） 

R３ 目標 

R2 目標 

R４ 目標 

目標比 △2，107 

目標比 △1，918 

目標比 △2，438 

（トン） 
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電気式生ごみ処理機の無料貸出受付中 

【 電気式生ごみ処理機の概要 】 

処理方法  乾燥式・最大処理量１回 1.0㎏ 

外形寸法  幅268×奥行365×高さ470（㎜） 

         （ふたを開けた高さ 690㎜） 

電気式生ごみ処理機を無料で貸し出しています。 

ぜひ実際に使用してみて、その効果や利便性、 

手軽さを体験し、ごみの減量化に取り組んでみませんか。 

貸出期間は３か月以内です。 

貸出条件や貸出状況の確認、お申込み方法等、 

詳しくは事務局（清掃管理課 📞017-718-1179）へ 

お問合せください。 

※アースの接続が必要となります。また、生ごみ処理機の 

電気代は、使用者の負担となります。 

令和4年度 
ごみ減量化モデル交付金について 

 

（１）分別指導

（２）生ごみ水切用具購入

（３）雑がみ回収袋購入

（４）掲示物等作製

（５）フリーマーケット等

（６）その他の取組

令和4年度モデル交付金内訳

■ごみ減量化モデル交付金とは？ 

青森市内のごみの減量化・資源化につながる

取組を活発にすることを目的として、市民生活の

かかわりが深く、事業効果が高い取組に対して 

交付金を交付しています。 

 

「てまえどり」でごみ減量化！ 
「てまえ」に陳列されている賞味期限や消費期限が近付いている商品を進んで

購入して、廃棄になる商品を減らす取り組みです。 

☑すぐに食べる時は「てまえ」から取る！ 
 

↑「てまえどり」の動画はこちら」 

 

実績件数 （１）分別指導
（２）生ごみ水切
用具購入

（３）雑がみ回収
袋購入

（４）掲示物等
作製

（５）フリーマー
ケット等

（６）その他
の取組

申請件数
※複数選択が

あるため合計

とは一致しな

い

うち複数
選択

348 309 4 10 6 0 27 356 8

取組内容　※１町会で複数選択あり

■「その他の取組」の一部紹介 

・ごみの適切な分別のために、青森市指定ごみ袋を購入し、町内で配布 

・古紙類の回収を促し、ごみ減量化を図るために、紙ひもを購入し、町内で配布 
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①  ４月 １５日(土)合浦公園周辺 ２００名参加 

②  ５月  １３日(土)浪岡庁舎周辺 １００名参加 

③  ６月 １０日(土)サンセットビーチあさむし・浅虫海づり公園 ９０名参加 

④  ７月 １日(土)柳川庁舎周辺    

※  ７月２９日(土)あおもり駅前ビーチ周辺 おもてなしクリーンキャンペーン  

⑤  ８月１９日(土)中央西公園(浦町小学校東隣)周辺 

⑥  ９月 ２日(土)野木和公園  

⑦  ９月３０日(土)青森市スポーツ公園わくわく広場 

 

 

 

 

 

 

エアゾール缶（スプレー缶） 

カセットボンベ 

 

ライター 

★穴は開けない 

★必ず使い切る 

新型コロナウイルスの規制が緩和され、外出する機会が増えて 

きたね。外出先でもごみ出しマナーを徹底して、きれいな街を 

維持していこうね♫ 

  

エ コ ル の あ と が き  

『ごみ出しルール 

を守ろう！』 

※令和４年度 

ごみ出しルール講習会資料 検索 

ごみ問題対策市民会議では、明るく住みよいまちづくりを目指して、４～１０月の 

月１回「市民一掃きデー」を開催しています。 

今年度の実績と予定は次のとおりです。皆様のご参加お待ちしております。 

実 

績 
  

予 

定 

第１回市民一掃きデーの様子 

発火の原因となるごみと排出方法 
 

 

充
電
式
電
池

電
子
・
加
熱

タ
バ
コ

 

乾電池 

（型番が「CR」「BR」で始まるボタン電池） 

 

透明な袋に入れて出す ★両極をテープで絶縁 ★必ず使い切る 

  

  

 

リサイクルマークあり  

→家電販売店などの協力店へ 

  

リサイクルマークあり  

→家電販売店などの協力店へ 

 

●充電部分 

 

リサイクルマークなし 

→使用済小型家電 

  回収ボックスへ 

 

電池を取り外せる場合、

本体のみ燃えないごみへ 

 

収集の際にごみが出火しないよう、みなさまのご協力をお願いします。 

リサイクルマークなし 

取り外せないもの  

→使用済小型家電回収ボックスへ 

 


